
お問い合わせ先
清泉女学院大学・清泉女学院短期大学
地域連携センター

（平日）
9：00～16：00

〒381-0085 長野市上野2-120-8
E-mail:opencollege@seisen-jc.ac.jp
URL:https://www.seisen-jc.ac.jp

☎026-295-1325

公  開  講  座
こころを育てる清泉女学院大学・短期大学の

清泉女学院の公開講座は、大学の知を公開し地域の方のために開催する講座です。
清泉の講師による、清泉ならではの講座を体験できます。
興味がある、新しいことに挑戦したい、そんなあなたをお待ちしています。

2024年７月～８月（春学期後半）

保 存 版

会場：長野駅東口キャンパス

会場：上野キャンパス

221世紀を生きる：グローバルな時代に何を学ぶか

4ラテン語入門
　①辞書の引き方・名詞

5ラテン語入門
　②sum動詞・前置詞

6ラテン語入門
　③動詞・副詞

1人々は何を想って唄ってきたか
　～アメリカンフォークソングの世界～

7ビジネスコミュニケーション講座 電話応対編

＊講　師／中村　洋一
＊日　時／8月31日（土）　13:30～15:30
＊受講料／1,000円

＊講　師／神門 しのぶ
＊日　時／8月5日（月）　10:00～12:00
＊受講料／1,000円

＊講　師／神門 しのぶ
＊日　時／8月6日（火）　10:00～12:00
＊受講料／1,000円

＊講　師／神門 しのぶ
＊日　時／8月7日（水）　10:00～12:00
＊受講料／1,000円

＊講　師／中村　洋一
＊日　時／8月31日（土）　10:00～12:00
＊受講料／1,000円

＊講　師／森本　 佑子
＊日　時／8月5日（月）　13:30～15:30
＊受講料／1,000円

主に1860～1960年代のAmerican Folk Songを楽器演奏や歌唱
を通して紹介し、人々は何を想って唄って生きてきたかを考えていき
ます。

21世紀のグローバルな時代を生きていくために、何を学ぶべきかを
テーマとし、考えていきます。

（対象：広く小学生・中学生・高校生・PTA・社会人）

電話応対を見直してみませんか？昨今は「電話対応が不安・苦手」と
いう新社会人が増えているそうです。敬語を含む電話応対のスキル
アップをして苦手意識を和らげましょう。ご友人とのご参加も歓迎し
ます。

清泉女学院上野キャンパスには、学内2か所に”Sursum corda”と”Dominus tecum”というラテン語の文言が掲げられています。その文言
を手がかりに初級文法を勉強しましょう。中学校程度の英文法知識があれば大丈夫です。将来、フランス語・スペイン語・イタリア語といったヨー
ロッパ言語を学ぼうと思っている高校生のみなさんもぜひどうぞ。それらのルーツであるラテン語の特徴を知ることができます。

3コミュニケーションと思い込みの心理学
＊講　師／寺門　正顕
＊日　時／8月31日（土）　13:30～15:30
＊受講料／1,000円

人の心の働きは、気づかないうちに様々なことに影響しています。た
だ物を見るだけのことから、思考や考え方に至るまで、その影響は多
岐にわたります。年齢の違いや立場の違いによっても物の見方は異
なるため、コミュニケーションにおいても大きな影響を及ぼす日常の
中の思い込みに気づき、異なる視点から視ることの重要性を一緒に
考えましょう。



お申込みから受講までの流れ

受講当日

または
※おおよそ1週間前までにお申し込みください。各講座の
　申し込み締め切り日をホームページでご確認ください。

清泉公開講座 検索

募集要項

個人情報の取り扱いについて［ホームページから］
https://sites.google.com/sjc-nagano.ac.jp/koukaikouza-2024haru

申込方法

受講申込フォーム等に入力された内容については、講座の案内書を送付する場合
や、受講手続の際に必要な書類作成、データの統計処理、その他本学の講座にかか
わる目的にのみ使用します。また、本学から案内を希望されない場合は地域連携セ
ンターまでお申出ください。

●受講資格 年齢性別不問
 （一部対象者を限定するものもございます）
●募集人数 募集定員のある講座は、先着順に締め切ります。
●申込期限 おおよそ1週間前までにお申し込みください。
 各講座の申し込み締め切り日をご確認ください。
●講座の中止 受講人数が既定の人数に満たない場合は講座を中止い
 たします。（最少催行人数５名）
●キャンセル 受講料お支払い後、受講者の都合によるキャンセルの場合
 は、受講料の返金はいたしません。
●公開講座　窓口
 清泉女学院 地域連携センター
 Tel：026-295-1325（平日9:00～16:00）
  080-1264-0695（受講当日）
 Email：opencollege@seisen-jc.ac.jp

受講料支払方法

当日受付にて現金でお支払いください。

当日受付が混み合う場合もございます。時間に余裕を持ってお越しください。
（講座開始30分前より受付開始）

◇長野駅東口キャンパス　アクセス
　〒380-0921 長野市栗田2277
　JR／しなの鉄道／長野電鉄の長野駅東口から徒歩1分
　＊駐車場はございません。
◇上野キャンパス　アクセス
　〒381-0085 長野市上野2-120-8
　長電バス：東長野病院線にて「清泉大学・短大」下車（長野駅より約35分）
　＊駐車場をご利用いただけます。

幼児教育科特別講座（会場：上野キャンパス新演習棟）

第3回	発達に課題を抱える子ども理解と
	 ストレングスアプローチ
	 ※保育士等キャリアアップ研修【障害児保育】に対応しています

第5回	子どもの「育ち」をつなぐ幼保小の接続
	 －〈10の姿〉をいかすには－
	 ※保育士等キャリアアップ研修【幼児教育】に対応しています

第4回	子どもの一日の生活と保育
	 ※保育士等キャリアアップ研修【幼児教育】に対応しています

＊講　師／小松　仁美　　＊日　時／8月24日（土）　9：45～11：45
＊受講料／1,000円

＊講　師／西山　薫　　＊日　時／8月24日（土）　14：50～16：50
＊受講料／1,000円

＊講　師／碓井　幸子　　＊日　時／8月24日（土）　12：30～14：30
＊受講料／1,000円

「気になる子ども」や発達に課題を抱える子どもとの接し方や、親御さんとの
かかわりで困ったことはありませんか。子どもの育ちをサポートし、その子ら
しさを発揮しながらも他の子どもたちとの集団生活を円滑に進めていくため
の、保育現場での観察や対応のポイントを押さえながら、その子の「強み」を
活かす保育実践を一緒に考えていきましょう。

今日の「幼保小の接続」には、これまでのような適応型ではなく、子どもの「育
ち」を積極的につなぐ接続が求められています。「こども主体の保育」が小学
校以降の「主体的な学び」に生かされるよう、幼保小の接続を具体的にどう展
開するかについて、「架け橋プログラム」等の近年の動向や、長野県で取り組
まれている実践例などを踏まえ、接続の現状と課題、今後の可能性を考えま
す。講義に加え、参加者による情報交換、意見交換も行います。

「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」では、午睡の
在り方について述べられています。また、それに伴い、3歳以上児の午睡をおこ
なわない園も増えてきています。ここでは、午睡の意義や課題を中心として、
子どもの充実した園生活、保育時間の違いによる保育の工夫など、意見交換
を交えながら考えていきます。

第2回	ハ長調で弾くこどもの歌
	 ～保育に活かせる電子ピアノの裏ワザ～
	 ※保育士等キャリアアップ研修【保育実践】（加算の対象外）に対応しています

＊講　師／山﨑　浩　　＊日　時／7月29日（月）　14：30～16：30
＊受講料／1,000円　テキスト代（税込2,200円）別途
保育現場でどんどん増えている「電子ピアノ」を使った音楽指導、合理的な伴
奏のテクニックについて実践的に学びます。対面で指導できる、歌いやすい
キー（調）に移調して歌える、伴奏をあらかじめ録音できる、など電子ピアノに
はたくさんのメリットがあります。併せてコードネームの基礎やキー（調）の選
び方にも触れる「ピアノが苦手」な先生向けのピアノ伴奏初級者講座です。テ
キスト「やさしい保育ソング75（仮）」を使用します（6月中旬発売予定。詳細
は6月頃ホームページに掲載、当日会場で販売します。）(定員12名)

第１回	 実習生が意欲的に取り組む保育実習
	 ※保育士等キャリアアップ研修【マネジメント】に対応しています

＊講　師／長谷川　孝子　　＊日　時／7月29日（月）　14：30～16：30
＊受講料／1,000円
保育士確保が喫緊の課題となるなか、どのように実習生を指導すればよいの
か悩むという保育現場の声は小さくありません。それは送り出す側の養成校に
とっても同様です。保育者を目指す学生たちが将来に夢を描ける実習にする
ためには、どうすればよいのかを学生目線も含めて考えます。当日は、本学学
生も参加し、実習で感じたこと等をお話しする予定です。

子どもが自分の未来に向かって歩み、自分らしさを発揮していく
ための原動力は何でしょうか。保育は、まさにその原動力を育む仕
事です。子どもの「育つ」を支えるために乳幼児期に大切にしたい
ことに触れながら、様々なテーマについて参加者のみなさまと共
に考えます。
※�一般の方や学生の参加も可能ですが、内容は専門的なものになります

ことをご了承ください。本シリーズは秋学期11月２日（土）にも開講予定
（開講分野：幼児教育・乳児教育・マネジメント・保育実践）

子どもの「育つ」を支える保育について考える
（６月３日10：00以降お申込み開始。）


